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は
じ
め
に

往
古
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
ロ
プ
・
ノ
ー
ル
の
西
岸
に
、
楼
蘭
王
国
と
い
う
小
さ
な
国
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
か
ら
出
土
し
た
ミ
イ

ラ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
紀
元
前
二
千
年
頃
に
は
、
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
系
の
人
々
（
１
）
が
住
み
着
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
歴
史

文
書
に
残
る
楼
蘭
の
最
古
の
記
録
は
、
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
新
し
く
、
紀
元
前
一
七
六
年
に
匈
奴
王
の
冒
頓
単

ぼ
く
と
つ
ぜ
ん

于う

が
、
前
漢
の
孝
文
帝
に

送
っ
た
手
紙
で
あ
る
。『
史
記
』
匈
奴
列
伝
（
２
）
に
は
、「
わ
が
軍
の
吏り

卒そ
つ

は
す
ぐ
れ
、
馬
は
強
く
、
と
う
と
う
月げ
っ

氏し

を
滅
ぼ
し
、
悉
く
斬
殺
し

て
こ
れ
を
降
下
さ
せ
た
。
そ
し
て
楼
蘭
、
烏う

孫そ
ん

、
呼こ

掲け
い

や
、
そ
の
傍
ら
の
二
六
国
を
平
定
し
、
す
べ
て
匈
奴
に
服
従
さ
せ
た
」
と
あ
る
。

「
二
六
国
」
は
「
三
六
国
」
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
匈
奴
は
中
央
ア
ジ
ア
の
大
部
分
を
配
下
に
置
い
た
こ
と
に
な
り
、

以
来
、
楼
蘭
王
国
は
匈
奴
と
漢
の
双
方
の
谷
間
に
あ
っ
て
、
数
奇
な
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

私
が
楼
蘭
を
踏
査
し
た
の
は
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
六
年
の
三
回
で
あ
る
。
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
南
下
し
龍
城
を
経
て
足

を
踏
み
入
れ
た
時
も
、
敦
煌
の
玉
門
関
か
ら
西
行
し
て
ロ
プ
・
ノ
ー
ル
の
北
岸
か
ら
入
場
し
た
時
も
、
ま
た
、
陽
関
か
ら
米ミ

ー

蘭ラ
ン

を
経
由
し

て
北
上
し
た
時
も
、
楼
蘭
は
歴
史
の
残
照
に
輝
き
、
美
の
光
芒
を
今
に
伝
え
て
い
た
。
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二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
、
ウ
ル
ム
チ
市
登
山
協
会
（
趙
子
允
会
長
）
の
ロ
プ
・
ノ
ー
ル
探
検
隊
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
探
検
家
オ
ー
レ
ル
・

ス
タ
イ
ン
が
名
付
け
た
「
Ｌ
Ａ
」（
楼
蘭
故
城
）
地
点
の
北
東
、
土
垠
遺
址
の
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
余
の
半
島
状
の

台
地
の
穴
か
ら
、
美
し
い
壁
画
と
彩
棺
を
発
見
し
た
。
二
月
一
〇
日
付
の
朝
刊
紙
「
晨
報

し
ん
ぽ
う

」
は
、
こ
の
発
見
を
大
き
く
報
道
し
、
中
国
国

営
・
新
華
社
通
信
は
三
月
二
日
、「
世
紀
の
発
見
」
と
題
し
て
、
全
世
界
に
楼
蘭
の
地
下
墓
室
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し
た
。
一
九
〇

〇
年
三
月
二
八
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
探
検
家
、
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
の
案
内
人
の
艾あ

爾え
る

得
克
ど

こ

が
「
Ｌ
Ａ
」
を
発
見
し
て
よ
り
一
〇
三

年
、
そ
の
間
、
一
片
の
壁
画
も
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
史
上
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
当
日
、
朝
七
時
半

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
初
め
て
こ
の
内
容
を
知
り
、
す
ぐ
に
旅
装
を
整
え
楼
蘭
に
向
か
い
、
日
本
人
と
し
て
最
初
に
地
下
墓
の
壁
画
を

調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
帰
国
後
の
四
月
二
〇
日
付
の
読
売
新
聞
夕
刊
の
文
化
欄
に
「
大
量
の
原
色
壁
画
発
見
」
と
題
し
て
、
二
枚
の

墓
室
内
の
写
真
を
入
れ
て
発
表
し
、
壁
画
の
位
置
も
、
北
緯
四
〇
度
三
九
分
、
東
経
九
〇
度
七
分
、
海
抜
七
二
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
公

表
し
た
。

壁
画
の
内
容
は
、
イ
ラ
ン
風
の
髯
を
生
や
し
、
グ
ラ
ス
を
持
っ
た
ソ
グ
ド
商
人
の
酒
宴
図
や
、
仏
教
で
用
い
る
法
輪
の
よ
う
な
円
形
の

文
様
、
そ
し
て
、
楼
蘭
の
住
民
の
放
牧
図
で
あ
っ
た
。
遠
い
過
去
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
美
し
い
壁
画
、
そ
こ
に
描
か
れ
た

六
名
の
人
物
像
の
故
郷
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
向
か
っ
た
の
は
、
同
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
で
楼
蘭
の
墓
陵
と
類
似
し

た
壁
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
研
究
に
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。

本
稿
は
考
古
学
的
な
調
査
報
告
や
、
歴
史
学
的
な
研
究
で
は
な
い
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に
眠
る
文
明
の
宝
庫
、
永
い
歴
史
と
謎
と
ロ

マ
ン
を
秘
め
た
楼
蘭
王
国
に
対
し
て
、
中
国
の
古
代
王
朝
の
詩
人
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
感
懐
を
抱
い
て
詠
い
あ
げ
た
の
か
を
、
作
品
を

引
用
し
て
紹
介
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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第
二
章
　
　
漢
代
の
西
域
の
詩
歌

西
域
の
風
物
が
詩
と
し
て
詠
ま
れ
た
最
古
の
作
品
は
、
天
山
山
脈
に
お
け
る
西
王
母
と
周
の
穆
王
の
「
瑶
池
対
歌
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、『
芸
文
類
聚
』
や
『
穆
天
使
伝
』
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
崑
崙
山
脈
の
風
光
を
詠
ん
だ
「
白
雲
謡
」
を
紹
介
し
よ
う
。

白
雲
在
天
、
丘
陵
自
出
、
道
里
悠
遠
、
山
川
間
之
。

（『
古
詩
源
』
巻
一
）

と
こ
ろ
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
は
四
本
の
道
、
い
わ
ゆ
る
草
原
の
道
（
ス
テ
ッ
プ
路
）
と
砂
漠
の
道
（
オ
ア
シ
ス
路
）
と
海
の
道
（
南
海
路
）、

そ
し
て
山
河
の
道
（
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）
が
あ
っ
た
。
砂
漠
の
道
は
前
漢
の
武
帝
（
劉
徹
）
の
時
代
に
開
通
し
た
が
、
山
河
の
道
は
そ
れ

よ
り
も
ず
っ
と
早
く
、
殷
・
周
の
時
代
か
ら
貿
易
ル
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
れ
が
春
秋
・
戦
国
時
代
に
も
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
崑
崙
山
脈
の
北
麓
の
オ
ア
シ
ス
和
田

ホ
ー
タ
ン

（
古
代
・
于ウ

�
テ
ン

国
）
の
玉
ぎ
ょ
く
は
、
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
東
伝
し
て
楚
国
に
伝
わ
っ
た
の

で
あ
る
。

『
韓
非
子
』
の
和
氏
篇
に
よ
れ
ば
、
春
秋
時
代
に
、
楚
国
の
卞べ

ん

和か

が
山
中
で
得
た
宝
石
を
�れ
い

王お
う

に
献
上
し
た
。
し
か
し
、
た
だ
の
石

と
鑑
定
さ
れ
て
、
左
足
を
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
の
ち
武
王
の
代
に
な
り
再
び
献
じ
た
が
、
ま
た
も
や
石
と
さ
れ
て
右
足
も
切
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
文
王
の
時
に
な
っ
て
、
原
石
を
抱
い
て
泣
き
続
け
る
和
氏
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
王
は
、
そ
の
石
を
磨
か
せ
る
と
、
果
た
し
て

名
玉
で
あ
っ
た
。
こ
の
玉
は
の
ち
趙
国
に
伝
え
ら
れ
、『
後
漢
書
』
劉
陶
伝
や
、『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝
の
璧
の
故
事
「
完
璧
」
の
起

源
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
宝
玉
は
、
す
べ
て
崑
崙
山
脈
の
北
麓
の
ホ
ー
タ
ン
産
で
あ
る
。
そ
の
東
伝
の
古
い
ル
ー
ト
は
、

和
田→

浦
洛→

民
豊→

末
且→

若
羌→

索
爾
庫
里→

甘
森→

格
爾
木→

小
南
川→
安
多→

拉
薩→

皮
若→

林
芝→

通
麦→

然
烏→

怒
江→

昌
都→

徳
格→

玉
隆→

新
都
橋→

雅
安→

成
都
で
あ
り
、
そ
の
後
、
長
江
上
流
か
ら
船
で
三
峡
を
下
り
、
楚
国
へ
と
伝
え
ら
れ
た
と
推
察
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さ
れ
る
。

こ
う
し
た
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
易
は
、
玉
石
な
ど
の
文
物
だ
け
で
な
く
、
崑
崙
山
脈
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
神
話
な
ど
も
、
長
江
の

中
、
下
流
に
も
た
ら
し
た
。
中
国
に
お
け
る
叙
事
詩
の
『
楚
辞
』
で
は
、
崑
崙
山
ま
で
の
険
し
い
道
は
、
曲
が
り
く
ね
り
長
々
と
山
谷
を

め
ぐ
っ
て
い
る
と
歌
っ
て
い
る
。

�
吾
道
夫
崑
崙
兮
、
路
脩
遠
以
周
流
。
揚
雲
霓
之
�
藹
兮
、
鳴
玉
鸞
之
啾
啾
。

（
屈
原
『
楚
辞
』
離
騒
）

漢
代
に
入
る
と
漢
民
族
の
勢
力
は
大
き
く
西
方
に
進
出
し
、
と
く
に
景
帝
の
第
九
子
で
あ
っ
た
武
帝
は
、
前
一
四
〇
年
、
一
六
歳
で
即

位
し
「
賢
良
、
方
正
、
直
言
、
極
諫
」
の
士
を
多
く
登
用
し
た
。
さ
ら
に
、
前
一
二
五
年
、
文
教
政
策
に
も
力
を
入
れ
「
太
学

た
い
が
く

」
を
設
け
、

儒
学
を
学
ぶ
よ
う
に
奨
励
し
た
。

匈
奴
対
策
に
つ
い
て
は
、
開
戦
す
る
か
、
今
ま
で
ど
お
り
贈
り
物
を
送
っ
て
屈
辱
的
な
和
親
を
続
け
る
か
、
何
度
も
群
臣
た
ち
に
討
議

さ
せ
た
。
武
帝
の
偉
大
さ
は
、
直
観
的
な
独
断
で
な
く
、
衆
議
を
尽
く
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
武
帝
は
、
家
臣
た
ち
に
意
見
を
戦
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
国
家
の
重
要
な
案
件
の
推
移
を
皆
で
共
有
で
き
、
よ
り
良
き
政
策
を
打
ち
出
せ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

折
り
し
も
、
衛
青

え
い
せ
い

と
霍
去

か
く
き
ょ

病へ
い

と
い
う
若
き
人
材
を
見
出
し
た
武
帝
は
、
前
一
二
七
年
と
前
一
二
一
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
二
人
を
遠
征

さ
せ
、
武
威
、
張
掖
、
酒
泉
、
敦
煌
の
河
西
四
郡
を
置
き
、
本
格
的
に
西
域
開
拓
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
匈
奴
を
遠
く
漠
北
の
地

に
退
か
せ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
し
て
西
方
の
国
々
と
通
商
の
道
を
始
め
、
烏
孫
か
ら
は
天
馬
数
十
頭
を
、
ま
た
前
一
〇
一
年
に
は
貳
師

将
軍
の
李
広
利
を
大
宛
国
に
送
り
、
多
数
の
汗
血
馬
を
持
ち
帰
ら
せ
た
。『
全
漢
詩
』
巻
一
に
は
、
武
帝
が
名
馬
を
手
に
入
れ
た
喜
び
の

歌
「
西
極
天
馬
歌
」
が
、
ま
た
、『
古
詩
源
』
巻
一
に
も
同
じ
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。



天
馬
徠
兮
従
西
極
、
経
万
里
兮
帰
有
徳
、
承
霊
威
兮
降
外
国
、
渉
流
沙
兮
四
夷
服
。

匈
奴
と
の
戦
い
は
勝
敗
の
つ
か
な
い
ま
ま
、
永
い
歳
月
に
わ
た
っ
て
幾
度
か
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
漢
は
匈
奴
以
外
の

西
域
諸
国
と
は
、
で
き
る
限
り
友
好
関
係
を
結
ぼ
う
と
し
た
。
前
一
〇
五
年
、
皇
族
で
あ
る
江
都
王
劉
建
の
女

む
す
め
の
細
君
は
、
和
親
と
い
う

名
の
も
と
、
遠
く
天
山
山
脈
の
北
麓
の
新
疆
伊
犁
河
の
流
域
を
支
配
し
て
い
た
烏う

孫そ
ん

王お
う

の
も
と
に
嫁
せ
ら
れ
た
。
漢
土
と
は
言
語
も
風
俗

も
生
活
も
異
な
り
、
そ
の
悲
し
み
を
詠
っ
た
細
君
の
詩
「
烏
孫
公
主
歌
」
が
『
古
詩
源
』
巻
一
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

吾
家
嫁
我
兮
天
一
方
、
遠
託
異
国
兮
烏
孫
王
･
･
･
･
･
中
略
･
･
･
･
･
居
常
土
思
兮
心
内
傷
、
願
為
黄
鵠
兮
帰
故
郷
。

前
九
九
年
、
漢
軍
は
五
方
面
に
分
か
れ
て
匈
奴
に
向
か
っ
て
進
軍
し
た
。
こ
の
匈
奴
と
の
戦
い
の
中
、
歴
史
に
名
を
と
ど
め
る
一
人
の

将
軍
が
い
た
。
隴
西

ろ
う
せ
い

成
紀
の
人
で
、
騎
射
を
善
く
し
た
飛
将
軍
李
陵
で
あ
る
。
李
陵
は
五
千
の
兵
を
も
っ
て
善
戦
し
た
が
、
敵
は
五
万
人
、

や
が
て
矢
つ
き
刀
折
れ
、
や
む
を
得
ず
匈
奴
に
降く

だ

っ
た
。
こ
う
し
た
塞
外
民
族
と
の
度
重
な
る
戦
争
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
を
、
史
書
は

詳
細
に
後
世
に
伝
え
て
い
る
。

長
安
の
都
で
は
、
李
陵
が
降
伏
し
、
匈
奴
軍
に
兵
法
を
教
え
て
い
る
と
の
嫌
疑
に
よ
り
、
武
帝
は
李
陵
の
母
、
弟
、
妻
、
子
等
み
な
殺

し
、
弁
護
し
た
司
馬
遷
を
宮
刑
に
処
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
と
に
な
っ
て
匈
奴
王
に
兵
法
を
教
え
た
の
は
、
李
緒
な
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
帰
る
場
を
失
っ
た
李
陵
は
、
や
む
を
得
ず
匈
奴
王
に
仕
え
右
賢
王
と
な
る
。

昭
帝
の
時
、
漢
と
匈
奴
の
和
親
が
成
り
、
一
緒
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
蘇
武
が
長
安
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
人
は
置
酒
し
て
対

話
し
、
悲
歌
を
作
っ
た
と
い
う
。
作
者
に
つ
い
て
は
異
説
は
あ
る
が
、『
古
詩
源
』
・
『
文
選
』
に
は
蘇
武
の
詩
四
首
、
ま
た
、
李
陵
の

作
「
与
蘇
武
詩
」
三
首
、
及
び
「
別
歌
」
が
あ
る
。
そ
の
一
節
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
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経
万
里
兮
度
沙
漠
、
為
君
将
兮
奮
匈
奴
、
路
窮
絶
兮
矢
刃
摧
、
士
衆
滅
兮
名
已

、
老
母
已
死
、
雖
欲
報
恩
将
安
帰
。

一
九
四
〇
年
夏
、
キ
ル
ギ
ス
の
阿
巴
干
城
の
南
八
キ
ロ
の
と
こ
ろ
で
、
四
五
×
三
五
メ
ー
ト
ル
、
漢
の
長
安
城
を
小
さ
く
し
た
形
の
宮

　
（
３
）

殿
遺
址
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
漢
代
の
文
物
が
数
多
く
出
土
し
、
李
陵
の
住
ん
だ
都
城
（
３
）
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
城
址
は
近
年
の
研
究
で
は
、
李
陵
が
死
去
（
前
七
四
）
し
て
か
ら
約
百
年
後
の
造
営
で
あ
る
こ
と
が
瓦
の
銘
辞
に
よ
っ
て
判
明
し
、

こ
の
論
争
に
一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
な
ぜ
、「
一
応
」
と
述
べ
た
か
と
い
え
ば
、
西
域
の
建
造
物
は
石
窟
寺
院
の
「
重
修
」
と
記

さ
れ
た
年
代
を
見
る
に
、
ほ
ぼ
百
年
た
つ
と
修
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
瓦
も
、
李
陵
が
住
ん
で
い
た
日
干
し
レ
ン
ガ
で
造
営
し
た
宮
殿
が

古
く
な
っ
た
の
で
、
改
め
て
も
う
一
度
修
築
さ
れ
た
時
の
瓦
か
も
し
れ
な
い
。
故
に
「
一
応
」
と
記
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
　
　
六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
「
楼
蘭
」
を
詠
ん
だ
作
品

中
国
の
六り
く

朝
ち
ょ
う
時
代
、
宋
・
斉
・
梁
の
三
朝
に
仕
え
た
文
人
が
い
る
。
浙
江
省
武
康
県
の
人
、
沈
約
（
四
四
一
〜
五
一
二
）
で
あ
る
。
彼

は
中
国
詩
上
、
楼
蘭
と
い
う
地
名
を
用
い
た
最
も
早
い
作
品
「
白
馬
篇
」
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
詠
ん
だ
時
に
は
、
楼
蘭
は
ま
だ

滅
亡
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

楼
蘭
が
滅
亡
し
た
の
は
、
（
４
）

西
暦
四
九
二
年
、
丁
零
（
高
車
）
の
攻
撃
を
受
け
住
民
は
四
散
し
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
に
滅

亡
の
兆
し
は
あ
っ
た
。
四
四
二
年
、
沮
渠
安
周
の
侵
入
を
受
け
、
国
王
の
比
龍
は
楼
蘭
王
国
の
人
口
半
分
を
率
い
て
、
西
域
南
道
の
オ
ア

シ
ス
且
末
に
亡
命
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
四
四
五
年
、
北
魏
の
攻
撃
を
受
け
た
楼
蘭
国
王
の
真
達
は
降
伏
し
、
独
立
国
家
の
体
制
は

崩
壊
、
単
な
る
流
沙
の
中
の
一
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
町
に
も
、
四
五
二
年
に
は
吐
谷
渾
、
四
六
〇
年
に
は
柔

然
の
攻
撃
が
あ
り
、
七
〇
〇
〇
余
の
住
民
は
逃
げ
惑
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
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沈
約
の
死
は
五
一
二
年
で
あ
る
の
で
、
楼
蘭
は
、
そ
の
一
九
年
前
に
滅
亡
し
て
い
る
。
沈
約
は
す
で
に
王
国
の
滅
亡
を
伝
え
聞
い
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
英
雄
的
な
意
気
込
み
で
、
遠
征
し
て
楼
蘭
城
に
入
っ
た
時
の
感
懐
を
空
想
と
し
て
表
現
し
て
い
る
作

品
を
紹
介
、
そ
の
他
、
楼
蘭
を
詠
ん
だ
同
時
期
の
詩
篇
を
七
首
あ
げ
る
。

長
駆
入
右
地
、
軽
挙
入
楼
蘭

（
沈
約
・
白
馬
篇
）

甘
泉
警
烽
候
、
上
谷
抵
楼
蘭

（
徐
�
・
古
意
酬
致
長
史
漑
登
琅
邪
城
詩
）

占
兵
出
細
柳
、
転
戦
向
楼
蘭

（
徐
�
・
白
馬
篇
）

頓
取
楼
蘭
頸
、
就
解
�
支
裘
　
　
　
　
（
劉
孝
威
・
隴
頭
水
）

馬
出
楼
蘭
、
一
歩
九
盤
桓
　
　
　
　
（
劉
孝
威
・
和
王
竟
陵
愛
妾
換
馬
）

貳
師
惜
善
馬
、
楼
蘭
貪
漢
財
　
　
　
　
（
蕭
綱
・
従
軍
行
）

呼
韓
北

、
楼
蘭
南
催
　
　
　
（
蕭
綱
・
和
贈
逸
民
応
詔
詩
其
六
）

次
い
で
、
�ゆ

信し
ん

（
五
一
二
〜
五
八
〇
）
は
河
南
省
の
出
身
で
、
当
時
の
文
壇
の
大
御
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩
才
は
同
時
代
の
文
人
を
は
る
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か
に
凌
駕
し
て
い
た
。

都
護
楼
蘭
返
、
将
軍
疏
勒
帰
　
　
　
（
�
信
・
擬
詠
懐
詩
）

�
信
の
生
存
し
た
こ
の
時
期
、
楼
蘭
道
は
も
う
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
疏
勒
（
カ
シ
ュ
ガ
ル
）
に
は
、
敦
煌
よ
り
哈
密
を
経
て
金
満
城

へ
、
そ
し
て
亀
茲
を
経
て
尉
頭
国
を
通
っ
て
行
く
し
か
な
い
。
も
う
一
本
の
道
は
陽
関
よ
り
米
蘭
へ
、
そ
し
て
于
�
か
ら
莎
車
を
経
て
疏

勒
に
通
ず
る
道
で
あ
る
。
故
に
こ
の
詩
を
正
確
に
、
史
書
の
よ
う
な
記
述
と
し
て
読
め
ば
、
前
半
は
王
国
は
も
う
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら

虚
構
で
あ
り
、
後
半
は
真
実
（
事
実
）
の
よ
う
で
あ
る
が
、
�
信
の
生
き
て
い
た
梁
か
ら
陳
の
時
代
、
遠
く
疏
勒
ま
で
将
軍
が
遠
征
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
故
に
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
楼
蘭
で
あ
り
、
疏
勒
の
詠
出
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

な
お
、
こ
の
詩
句
の
根
底
は
、
望
郷
の
念
を
駆
り
立
て
る
詩
情
で
は
な
く
、
戦
争
で
の
活
躍
を
望
む
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

�
信
は
こ
の
「
擬
詠
懐
詩
」
の
中
で
「
李
陵
　
此こ

れ
従よ

り
去
り
、
荊
卿
　
復
た
還
ら
ず
」
と
か
、「
遊
子
河
梁
の
上
、
応
に
蘇そ

武ぶ

と
別

る
る
な
る
べ
し
」
と
詠
み
、
あ
た
か
も
史
書
を
ひ
も
と
く
が
ご
と
く
詠
史
的
に
歌
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

隋
代
に
入
る
と
師
均
衡
（
五
四
〇
〜
六
〇
九
）
の
詩
中
に
、「
楼
蘭
」
が
見
え
る
。
師
均
衡
は
山
西
省
栄
河
県
の
人
で
、
北
斉
・
北
周
に

仕
え
た
。
隋
の
文
帝
の
時
、
内
史
侍
郎
、
上
開
府
と
な
っ
た
が
、
煬
帝

よ
う
だ
い

に
嫌
わ
れ
殺
さ
れ
た
。
そ
の
作
品
「
出
塞
」
は
、
（
５
）

傅ふ

介か
い

子し

の
故
事

を
ふ
ま
え
、
遊
侠
的
壮
士
の
姿
を
描
く
か
の
ご
と
く
、
勇
戦
詩
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

還
嗤
傅
介
子
、
辛
苦
刺
楼
蘭

（
師
均
衡
・
出
塞
）

傅
介
子
に
つ
い
て
は
、『
前
漢
書
』
傅
介
子
伝
に
、
漢
の
使
者
が
西
域
諸
国
に
向
か
う
途
中
、
楼
蘭
の
親
匈
奴
よ
り
の
国
王
安あ
ん

帰き

に
よ
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り
、
た
び
た
び
苦
し
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
皇
帝
は
前
七
七
年
、
傅
介
子
を
派
遣
し
奸
計
を
用
い
て
楼
蘭
王
を
殺
害
さ
せ
た
。
そ
の
後
、

漢
に
降
っ
て
い
た
弟
の
尉
屠
耆

い

と

き

を
新
し
い
王
に
任
命
し
た
。
漢
帝
か
ら
の
贈
り
物
を
わ
た
す
と
偽
っ
て
、
楼
蘭
王
を
少
な
い
人
数
で
殺
し

た
傅
介
子
は
、
そ
の
功
に
よ
り
義
陽
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
青
史
に
名
を
連
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
王
を
後
ろ
か
ら
刺
し
た
部
下
は
、

皆
侍
郎
に
昇
進
し
文
学
素
材
と
な
っ
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

思
え
ば
、
二
九
〇
〇
人
余
も
い
る
楼
蘭
兵
の
ま
っ
た
だ
中
、
わ
ず
か
の
兵
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
こ
の
勇
気
あ
る
行
動
は
、
中
原
の

人
々
に
美
談
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
漢
代
に
形
成
の
萌
芽
を
も
つ
中
華
思
想
は
、
そ
の
主
流
の
一
つ
で
あ
る
漢
民
族
優
越
の

考
え
と
と
も
に
、
文
学
的
に
は
漢
の
武
帝
朝
に
国
民
に
浸
透
し
、
六
朝
時
代
に
ほ
ぼ
外
形
が
成
り
、
唐
朝
に
於
い
て
成
熟
し
た
と
い
っ
て

よ
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
の
漢
民
族
を
中
心
と
し
た
歴
代
王
朝
は
、
た
え
ず
塞
外
異
民
族
の
侵
入
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中

に
あ
っ
て
傅
介
子
の
一
陣
の
爽
風
の
如
き
活
躍
は
、
漢
民
族
の
心
に
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
の
で
あ
っ
た
。

後
漢
の
班は

ん

超
ち
ょ
う
の
場
合
は
、
三
六
人
で
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
遠
征
し
西
域
に
平
和
を
保
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
少
数
民
族
に
支
持
さ
れ
す
ぎ
、

漢
族
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
漢
民
族
の
主
体
性
が
薄
ら
ぎ
、
現
地
に
埋
没
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
傅
介
子
は
、
頭
脳

と
武
力
を
使
っ
て
の
智
勇
兼
備
の
行
動
と
し
て
、
時
代
と
空
間
を
超
え
て
文
学
の
世
界
、
な
か
ん
ず
く
漢
詩
の
分
野
に
表
出
し
て
く
る
。

次
に
詩
人
た
ち
は
、
こ
の
斬
殺
事
件
を
ど
の
よ
う
に
歌
い
あ
げ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
劉
孝
威
（
四
六
九
〜
五
四
九
）
は

「
頓
に
楼
蘭
の
頸
を
取
る
」（
隴
頭
水
）
と
歌
っ
た
が
、
唐
代
で
は
王
の
首
を
切
り
落
と
し
た
故
事
を
ふ
ま
え
、「
楼
蘭
」
と
「
斬
」
を
詩
中

に
お
い
て
接
続
し
て
使
用
し
て
い
る
。

原
将
腰
下
剣
、
直
為
斬
楼
蘭

（
李
白
・
塞
下
曲
）



揮
刃
斬
楼
蘭
、
弯
弓
射
賢
王
　
　
　
（
李
白
・
出
自
薊
北
門
行
）

盧
館
須
征
日
、
楼
蘭
要
斬
時
　
　
　
（
杜
甫
・
暮
冬
送
蘇
四
郎
系
兵
曹
）

楼
蘭
斬
未
還
、
烟
塵
一
長
望
　
　
　
（
杜
甫
・
秦
州
雑
詩
）

分
明
会
得
将
軍
意
、
不
斬
楼
蘭
不
擬
回
　
　
　
（
曹
唐
・
送
康
祭
酒
赴
輪
台
）

横
行
倶
是
封
侯
者
、
誰
斬
楼
蘭
献
未
央
　
　
　
（
翁
綬
・
隴
頭
吟
）

前
年
斬
楼
蘭
、
去
歳
平
月
支
　
　
　
（
翁
綬
・
北
庭
西
郊
侯
封
大
夫
受
降
回
軍
献
上
）

李
白
の
詩
は
、「
直
ち
に
」
と
か
「
刃
を
揮ふ
る

っ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
英
雄
的
で
あ
り
決
断
力
に
満
ち
た
作
品
で
あ
り
、
一
種
の
男
気

に
満
ち
た
勇
戦
督
戦
詩
と
い
え
る
。
曹
唐
の
詩
に
は
、
上
意
下
達
の
意
を
受
け
、
強
者
が
弱
者
を
成
敗
す
る
と
い
う
傲
慢
さ
が
垣
間
見
ら

れ
る
。
翁
綬

お
う
じ
ゅ

の
作
品
の
「
封
侯
」
は
、
ま
さ
し
く
傅
介
子
が
義
陽
侯
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
を
意
識
し
て
作
詩
さ
れ
た
も
の
で
、
漢
の
未び

央お
う

宮
き
ゅ
う
に
思
い
を
馳
せ
て
の
詩
で
あ
る
。
ま
た
、
対
句
の
形
式
で
詠
ま
れ
た
「
楼
蘭
」
と
「
月げ
っ

氏し

」
は
、
文
学
と
し
て
は
成
立
し
得
る
が
、

す
で
に
時
間
的
に
は
、
月
支
（
月
氏
）
は
祁き

連れ
ん

山
脈
を
匈
奴
に
追
わ
れ
た
民
族
で
あ
る
。
傅
介
子
の
壮
挙
は
、
そ
の
約
二
〇
〇
年
後
の
こ

と
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
間
的
差
異
を
の
り
こ
え
、「
楼
蘭
」
と
「
月
氏
」
を
並
列
的
に
使
用
し
て
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
祁
連
山
脈
の
西
端
に
は
、
月
氏
が
都
し
た
美
し
い
敦
煌
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
小
川
恒
男
氏

　
（
６
）

も
論
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
名
を
引
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用
し
た
そ
の
彼
方
に
は
、
人
間
の
熱
い
血
潮
と
重
層
的
な
歴
史
が
脈
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、「
刺
」
を
用
い
て
楼
蘭
を
歌
っ
た
作
品
、
こ
こ
で
は
唐
代
の
張
九
齢
（
六
七
八
〜
七
四
〇
）
の
「
送
趙
都
護
赴
安
西
」
の
一
節
を

引
く
。自

然
来
月
窟
、
何
用
刺
楼
蘭

ま
こ
と
に
悠
然
と
し
た
詩
風
で
、「
大
唐
の
春
」
の
高
雅
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
他
、
楼
蘭
を
屈
服
さ
せ
支
配
し
よ
う
と
の
意
思

を
示
し
た
詩
篇
を
紹
介
し
よ
う
。

双
双
掉
鞭
行
、
游
措
向
楼
蘭

（
李
白
・
幽
州
胡
馬
客
歌
）

冀
馬
楼
蘭
将
、
燕
犀
上
谷
兵
　
　
　
（
虞
世
南
・
従
軍
行
）

都
護
在
楼
蘭
、
軽
騎
猶
銜
勒
　
　
　
（
虞
世
南
・
擬
飲
馬
長
城
窟
）

楼
蘭
首
復
伝
、
龍
城
含
暁
雰
　
　
　
（
虞
羽
客
・
結
客
少
年
場
行
）

漢
家
征
戌
客
、
年
歳
在
楼
蘭

（
鄭
�
・
塞
外
）

楼蘭の文学
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軍
駆
大
宛
馬
、
�
取
楼
蘭
王
　
　
　
（
岑
参
・
武
威
送
劉
単
判
官
赴
安
西
行
営
便
呈
高
開
府
）

黄
沙
百
戦
穿
金
甲
、
不
破
楼
蘭
終
不
還
　
　
　
（
王
昌
齢
・
従
軍
行
）

明
敕
星
馳
封
宝
剣
、
辞
君
一
夜
取
楼
蘭

（
王
昌
齢
・
従
軍
行
）

十
五
役
辺
地
、
三
回
討
楼
蘭

（
王
昌
齢
・
代
扶
風
主
人
答
）

馬
蹄
経
月
窟
、
剣
術
指
楼
蘭

（
高
適
・
東
平
留
贈
狄
司
馬
）

猶
道
楼
蘭
十
万
師
、
書
生
匹
馬
去
何
之
　
　
　
（
厳
維
・
送
房
元
直
赴
北
京
）

楼
蘭
経
百
戦
、
更
道
戌
龍
城
　
　
　
（
武
衡
・
石
州
城
）

功
名
耻
計
擒
生
数
、
直
折
楼
蘭
報
国
恩
　
　
　
（
張
仲
素
・
塞
下
曲
）

擬
膾
楼
蘭
肉
、
蓄
怒
時
未
揚
　
　
　
（
孟
郊
・
猛
将
吟
）

こ
れ
ら
唐
代
の
詩
篇
一
四
篇
を
見
る
に
、「
楼
蘭
の
首
」
と
か
、「
楼
蘭
を
討
つ
」
と
い
っ
た
詩
句
か
ら
は
、
勇
壮
か
つ
好
戦
的
な
姿
勢
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が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
楼
蘭
王
国
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
知
悉
し
つ
つ
、
そ
の
名
の
み
を
借
り
、
詩
人
と
し
て
の
決
意
や
、
遠
征
す
る

兵
士
の
心
中
を
想
察
し
て
の
作
で
あ
る
。
王
昌
齢
の
如
く
感
情
を
高
揚
さ
せ
「
一
夜
に
し
て
楼
蘭
を
取
る
」（
従
軍
行
）
と
、
動
的
に
詠
い

あ
げ
た
作
品
も
あ
る
。

な
お
、
六
朝
詩
に
も
「

馬
　
楼
蘭
を
出
ず
」（
劉
孝
威
）
な
ど
、「
馬
」
と
結
び
付
け
て
「
楼
蘭
」
を
詠
ん
で
い
る
が
、
唐
代
の
詩
篇

で
も
楼
蘭
と
い
う
地
名
を
用
い
た
詩
句
中
、「
馬
」
と
い
う
漢
字
、
も
し
く
は
馬
を
想
定
さ
せ
る
詩
語
を
用
い
た
作
品
は
六
篇
あ
る
。
そ

う
し
た
中
、
漢
代
に
思
い
を
馳
せ
、
回
想
的
に
「
漢
家
征
戌
の
客
、
年
歳
楼
蘭
に
在
り
」
と
歌
う
詩
人
も
い
て
、「
楼
蘭
」
へ
の
回
帰
は

重
層
的
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

次
に
、
唐
詩
に
お
い
て
「
楼
蘭
」
と
い
う
文
字
を
読
み
込
ん
で
い
る
が
、
楼
蘭
を
攻
撃
す
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
国
王
を
斬
る
わ
け
で

も
な
い
。
辺
境
の
風
景
を
描
き
、
叙
情
的
に
西
方
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
現
出
さ
せ
る
機
能
と
し
て
、
楼
蘭
を
取
り
上
げ
た
作
品
を
紹
介

し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
荒
涼
と
し
た
流
沙
の
地
は
想
察
で
き
る
も
の
の
、
功
名
や
気
概
と
は
離
れ
た
穏
や
か
な
詩
風
が
垣
間
見
ら
れ
、
淡

い
旅
情
に
も
似
た
虚
構
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

官
軍
西
出
過
楼
蘭
、
営
幕
傍
臨
月
窟
寒
　
　
　
（
岑
参
・
献
封
大
夫
破
播
仙
凱
歌
六
章
其
二
）

始
返
楼
蘭
国
、
還
向
朔
方
城
　
　
　
（
陳
子
昂
・
和
陸
明
府
贈
将
軍
重
処
処
寒
）

吹
之
一
曲
猶
未
了
、
愁
殺
楼
蘭
征
戌
児
　
　
　
（
岑
参
・
胡
笳
歌
送
顔
真
卿
使
赴
河
隴
）

月
下
丁
冬
擣
寒
玉
、
楼
蘭
欲
寄
在
何
郷
　
　
　
（
韋
荘
・
擣
練
篇
）

楼蘭の文学
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以
上
、
唐
代
の
主
た
る
作
品
に
詠
わ
れ
た
「
楼
蘭
」
を
引
用
し
て
き
た
が
、
文
学
的
に
は
大
き
く
分
類
し
て
次
の
二
つ
の
系
譜
に
な
る
。

一
、
傅
介
子
の
歴
史
的
故
事
を
念
頭
に
お
き
、
中
華
思
想
を
精
神
的
基
盤
と
し
て
、
漢
族
は
楼
蘭
を
支
配
す
べ
き
対
象
の
国
と
し
て

回
顧
し
て
歌
っ
た
作
品
群
。
こ
こ
で
は
、「
楼
蘭
」
は
、「
斬
」
と
か
「
刺
」
と
い
う
言
葉
と
連
結
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

二
、「
楼
蘭
」
が
、
郷
愁
の
対
象
と
し
て
の
詩
語
と
な
っ
て
詠
出
さ
れ
て
い
る
詩
作
品
も
あ
る
。
楼
蘭
と
い
う
ま
ろ
や
か
な
発
音
は
、

西
域
の
代
名
詞
と
し
て
大
い
に
長
安
の
文
人
の
詩
情
を
か
き
立
て
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
唐
代
は
西
域
へ
の
支
配
地
域
が
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
キ
ル
ギ
ス
、
そ
れ
に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
ま
で
及
び
、
詩
人
た
ち
は
異
国
で
の
風
物
に
驚

嘆
し
た
、
そ
の
風
光
や
人
情
を
叙
情
的
に
歌
う
の
で
あ
っ
た
。

第
四
章
　
　
宋
代
の
詩
歌
に
見
ら
れ
る
「
楼
蘭
」
の
文
学
的
位
置

宋
代
は
「
武
」
よ
り
も
「
文
」
に
重
き
を
置
い
た
こ
と
も
あ
り
、
西
域
や
北
方
か
ら
の
異
民
族
の
侵
入
に
た
え
ず
悩
ま
さ
れ
て
き
た
と

い
え
る
。
そ
れ
故
に
詩
人
た
ち
は
、
憂
国
の
情
や
経
世
的
壮
士
に
つ
き
動
か
さ
れ
、
戦
闘
的
な
辺
塞
詩
を
多
く
作
っ
た
。
お
だ
や
か
な
異

国
情
緒
を
基
盤
と
し
た
「
楼
蘭
」
の
と
ら
え
方
は
少
な
く
、
傅
介
子
の
故
事
を
引
き
継
い
で
「
楼
蘭
」
を
、「
斬
る
」
と
い
っ
た
詩
語
と

結
び
つ
け
て
詠
む
こ
と
が
多
い
。
中
に
は
、
劉
過
の
よ
う
に
、
楼
蘭
を
切
ら
な
け
れ
ば
「
心
平
ら
か
な
ら
ず
」
と
ま
で
歌
っ
て
い
る
詩
人

も
い
る
。
彼
ら
の
作
品
か
ら
は
、
異
民
族
の
侵
入
に
よ
る
怒
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
華
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
漢
族
対
少
数
民
族
と

い
っ
た
根
深
い
対
立
と
、
憤
怒
の
情
の
淵
源
を
見
る
思
い
が
す
る
。

要
斬
楼
蘭
三
尺
剣
、
遺
恨
琵
琶
旧
語
　
　
　
（
張
元
干
・
賀
新
郎
）
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擒
頡
利
斬
楼
蘭
、
混
一
車
書
道
　
　
　
（
曹
冠
・
驀
山
渓
）

未
用
漢
軍
頻
出
塞
、
従
生
事
、
斬
楼
蘭
。

（
王
庭
珪
・
江
城
子
）

月
挂
空
齋
作
琴
伴
、
未
須
携
去
斬
楼
蘭
。

（
辛
奔
疾
・
送
剣
与
傅
岩
叟
）

男
児
斬
却
楼
蘭
首
、
閑
品
茶
経
拝
羽
仙
。

（
文
天
祥
・
太
白
楼
）

斬
楼
蘭
擒
頡
利
、
志
須
酬
。

（
劉
過
・
水
詞
歌
頭
）

不
斬
楼
蘭
心
不
平
、
帰
来
晩
听
随
軍
鼓
吟
　
　
　
（
劉
過
・
池
園
春
）

剣
未
斬
楼
蘭
、
莫
空
還
　
　
　
（
卓
田
・
昭
君
怨
）

こ
れ
ら
の
作
品
を
見
る
に
、
宋
代
の
詩
風
の
特
色
が
よ
く
出
て
い
る
。
そ
れ
は
、
唐
代
の
よ
う
に
雄
大
な
男
性
的
で
力
強
い
詩
風
ば
か

り
で
は
な
く
、
日
常
的
な
文
物
に
も
細
か
く
目
を
向
け
て
観
照
す
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。「
琵
琶
」、「
書
道
」、「
琴
」、「
茶
経
」
と
い

っ
た
、
お
よ
そ
楼
蘭
と
戦
い
を
交
え
る
詩
で
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
語
句
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
宋
代
の
詩
の
傾
向
性
が
に
じ
み

出
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
他
に
も
宋
詩
の
中
に
は
、
楼
蘭
を
詩
句
に
取
り
入
れ
た
作
品
が
多
く
、
中
に
は
楼
蘭
人
の
左
耳
を
多
人
切
り
落
と
し
て
、
手
柄
を

楼蘭の文学
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数
え
た
い
と
詠
む
作
品
も
あ
れ
ば
、
剣
を
た
ず
さ
え
て
楼
蘭
に
向
か
い
、
手
柄
を
た
て
て
功
名
を
あ
げ
た
い
歌
う
詩
も
あ
る
。

楼
蘭
飛
馘
、
焉
耆
授
首
　
　
　
（
呉
潜
・
賀
聖
明
）

楼
蘭
�
業
意
悠
悠
、
聊
作
人
間
汗
漫
游
　
　
　
（
陸
游
・
野
興
）

束
起
楼
蘭
剣
、
帰
釣
子
陵
台
　
　
　
（
李
曽
伯
・
水
調
歌
頭
）

手
袖
伊
吾
長
剣
、
馳
志
在
楼
蘭

（
李
曽
伯
・
水
調
歌
頭
）

第
五
章
　
　
　
楼
蘭
文
学
の
特
質
に
つ
い
て

西
域
の
オ
ア
シ
ス
「
楼
蘭
」
が
詩
中
に
読
ま
れ
た
の
は
、
六
朝
時
代
か
ら
で
あ
る
が
、
本
格
的
に
詩
語
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の

は
、
唐
朝
辺
塞
詩
の
成
立
と
期
を
同
じ
く
す
る
。
六
朝
か
ら
唐
代
の
詩
篇
に
あ
っ
て
、「
楼
蘭
」
と
い
う
オ
ア
シ
ス
国
家
が
詩
中
に
ど
の

よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
か
を
具
体
的
作
品
を
提
示
し
つ
つ
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。
詩
集
を
ひ
も
と
い
て
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
一

番
多
い
西
域
の
地
名
は
、
敦
煌
地
域
の
陽
関
と
玉
門
関
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
春
光
度わ
た

ら
ず
　
玉
門
関
」（
王
之
渙
・
登
鸛
鵲
楼
）、「
西

の
か
た
陽
関
を
出
ず
れ
ば
故
人
無
か
ら
ん
」（
王
維
・
送
元
二
使
安
西
）、「
総
て
是
れ
玉
関
の
情
」（
李
白
・
子
夜
呉
歌
）
等
で
あ
る
。

次
に
多
い
の
が
吐
魯
番
の
「
交
河
」
で
、「
黄
昏
に
飲
馬
す
交
河
の
傍
」（
李
�
・
古
従
軍
行
）、「
交
河
は
絶
塞
に
浮
く
」（
駱
賓
王
・
晩
度

天
山
有
懐
京
邑
）、「
冰
こ
お
り
は
塞
ぐ
交
河
の
源
」（
虞
世
基
・
出
塞
）、「
交
河
の
冰
は
已
に
結
ぶ
」（
李
世
民
・
飲
馬
長
城
窟
行
）、「
交
河
城
辺
　
鳥

飛
ぶ
こ
と
絶
ゆ
」（
岑
参
・
天
山
雪
歌
送
蕭
治
帰
京
）
等
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
輪
台
、
尉
犁
、
疏
勒
、
西
涼
、
亀
茲
、
酒
泉
、
涼
州
、
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哈
密
、
大
宛
、
北
庭
、
条
支
、
安
西
、
車
師
、
砕
葉
、
高
昌
と
い
っ
た
町
が
詠
ま
れ
、
天
山
、
蒲
海
、
祁
連
、
崑
崙
、
熱
海
、
葱
河
と
い

っ
た
山
や
川
や
湖
も
随
所
に
詠
い
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
代
表
す
る
詩
語
と
し
て
、
胡
天
、
駱
駝
、
征
戍
、
胡
笳

こ

か

、
出
塞
、
入
塞
、
胡
雁
、
絶
域
、
胡
琴
、
塞
砂
、

単
于
、
胡
騎
、
紅
柳
、
胡
風
、
鉄
関
、
蒲
昌
、
火
山
、
胡
児
、
蕃
軍
、
平
沙
、
戍
楼
、
黄
沙
、
胡
瓶
、
塞
馬
、
塞
沙
、
都
尉
、
都
護
、
絶

漠
、
羌

き
ょ
う

笛て
き

、
瀚
海
、
楊
柳
、
琵
琶
、
西
戌
、
沙
場
、
青
海
、
胡
虜
、
烏
孫
、
葡
酒
、
月
氏
、
匈
奴
、
商
胡
、
胡
旋
、
西
域
、
胡
天
、
赤

亭
、
戌
王
、
蕃
騎
、
塞
下
、
塞
外
、
大
漠
、
戍
鼓
、
穹
盧
、
葡
萄
、
辺
庭
な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
多
く
の
町
や
川
や
山
は
、
時
の
推
移
変
転
と
と
も
に
消
え
て
い
っ
た
が
、「
楼
蘭
」
だ
け
は
、
時
代
や
空
間
を

超
え
て
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
歴
史
的
に
は
四
千
年
の
星
霜
を
有
し
、
文
化
的
に
は
東
西
文
化
の
架
橋
の
役
目
を
果
た
し
、

さ
ら
に
仏
教
や
宝
玉
の
東
伝
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
王
国
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
漢
民
族
の
優
越
思
想
を
刺
激

し
、
心
地
よ
い
ロ
マ
ン
を
胸
中
に
惹
起
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
漢
土
と
西
域
を
つ
な
ぐ
王
国
で
あ
っ
た
の
で
、
栄
達
と
郷
愁
の
念
を
涌
現

し
、
交
叉
さ
せ
つ
つ
詩
人
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

思
え
ば
、
中
国
の
長
い
歴
史
に
あ
っ
て
、
一
度
た
り
と
も
楼
蘭
が
中
国
に
攻
め
来
た
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
徐
�
は
「
上

谷
に
楼
蘭
を
抵ふ

せ

ぐ
」（
古
意
酬
致
長
史
漑
登
琅
邪
城
詩
）
と
歌
っ
て
い
る
。「
上
谷
」
は
『
史
記
』
匈
奴
列
伝
に
よ
れ
ば
「
上
谷
・
漁
陽
・
右

北
平
・
遼
西
・
遼
東
郡
を
置
き
て
、
以
て
胡
を
拒
ぐ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
際
の
楼
蘭
か
ら
は
四
〇
〇
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
た
河
北
省
北
部

に
あ
る
。
攻
撃
は
ま
っ
た
く
不
可
能
な
の
に
、
た
だ
、
い
に
し
え
に
対
す
る
憧
憬
と
い
う
文
学
的
叙
情
性
の
み
を
考
え
て
、
西
域
の
代
名

詞
と
し
て
、「
楼
蘭
」
を
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
中
国
は
、
漢
代
よ
り
六
百
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
た
び
た
び
楼
蘭
に
侵
攻
し
、
国
王
を
斬
殺
し
、
住
民
を
苦
し
め
て

い
た
。
そ
し
て
、
楼
蘭
が
滅
亡
し
た
あ
と
も
、
今
度
は
詩
篇
に
於
い
て
攻
撃
し
、
侵
略
し
、
殺
戮
し
て
い
る
。
中
華
思
想
か
ら
見
れ
ば
、

あ
く
ま
で
も
楼
蘭
は
西
戌
、
胡
虜
の
地
な
の
で
あ
り
、
国
威
の
発
揚
に
お
け
る
攻
め
滅
ぼ
す
べ
き
対
象
な
の
で
あ
っ
た
。
故
に
、
前
一
一
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〇
年
、
七
〇
〇
余
の
軽
騎
兵
で
楼
蘭
を
侵
略
し
た
趙
ち
ょ
う
破は

奴ど

や
、
前
七
七
年
に
楼
蘭
王
を
殺
し
た
傅
介
子
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
漢
族
の
英
雄

で
あ
り
、
後
世
に
語
り
伝
え
る
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
漢
民
族
は
好
戦
的
と
ば
か
り
言
え
ず
、
古
来
、
反
戦
平
和
の
文
学
の
流
れ
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
ね
ば
な
る
ま
い
。
出

征
兵
士
が
家
族
を
思
う
さ
ま
を
歌
っ
た
詩
は
、
春
秋
時
代
か
ら
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。「
父
は
曰い

は
ん
嗟あ
あ

予わ

が
子
よ
、
行
役

こ
う
え
き

し
て
夙
し
ゅ
く
夜や

已や

む
こ
と
無
け
ん
」（『
詩
経
』
魏
風
）、「
白
骨
人
の
収
む
る
無
し
」（『
古
詩
源
』
企
喩
歌
）
な
ど
が
あ
る
。
唐
代
に
は
無
能
な
為
政
者
に
対

し
て
怒
り
を
込
め
て
「
髑
髏

ど
く
ろ

は
尽
く

　
こ
と
ご
と
　

是
れ
長
城
の
卒そ
つ

、
日
暮
沙
場
に
飛
び
て
灰
と
作な

る
」（
常
建
）、「
白
骨
の
縦
横
　
乱ら
ん

麻ま

に
似
た
り
、

幾
年
か
桑そ

う

梓し

龍
沙
に
変
ぜ
し
」（
元
好
問
）、「
或
は
十
五
従よ

り
北
の
か
た
河
を
防
ぎ
、
便
ち
四
〇
に
至
る
も
西
の
方
田で
ん

を
営
む
」（
杜
甫
）、

「
黄
昏

こ
う
こ
ん

塞
北
に
人
煙
無
く
、
鬼き

哭こ
く

啾
啾

し
ゅ
う
し
ゅ
う

と
し
て
声こ

え

天
に
沸わ

く
」（
王
翰
）
と
、
こ
う
し
た
辺
境
の
悲
惨
さ
を
写
す
詩
篇
を
見
る
と
、
中
国
古

典
詩
に
は
勇
戦
督
戦
詩
と
、
厭
戦
反
戦
詩
の
系
譜
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
「
楼
蘭
」
を
歌
詩
に
入
れ
る
こ
と
は
、

前
者
、
す
な
わ
ち
、
英
雄
と
し
て
の
経
世
的
壮
士
の
脈
動
と
、
英
雄
的
壮
志
と
男
の
ロ
マ
ン
と
し
て
の
生
き
が
い
と
が
、
深
く
連
結
し
て

い
る
文
学
思
潮
と
い
え
る
。

注（
１
）
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
系
の
民
族
が
、
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
楼
蘭
、
哈
密
、
奇
台
一
帯
に
住
み
着
い
て
い
た
こ
と
が
、
一
九
一
三
年
か
ら
一
九

一
五
年
に
か
け
て
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ン
隊
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
、
五
ツ
の
頭
骨
の
調
査
分
析
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
。
詳
し
く
は

『
楼
蘭
―
千
年
の
伝
奇
と
先
年
の
謎
』
穆
舜
英
・
梁
越
著
。
外
文
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
一
月
刊
。
そ
の
中
の
五
七
ペ
ー
ジ
「
印
欧
人
種
」
参
照

の
こ
と
。

（
２
）『
史
記
』
匈
奴
列
伝
に
「
天
の
福
、
吏
卒
の
良
、
馬
の
彊
力
を
以
て
し
、
以
て
月
氏
を
夷
滅
し
、
尽
く
之
を
斬
殺
降
下
し
、
楼
蘭
、
烏
孫
、
呼
掲
、

及
び
其
旁
二
十
六
国
を
定
め
、
皆
以
て
匈
奴
と
為
せ
り
」
と
あ
る
。

（
３
）
キ
ル
ギ
ス
の
阿
巴
干
城
（
ア
バ
カ
ン
市
）
の
郊
外
で
出
土
し
た
軒
丸
瓦
に
つ
い
て
は
、「
天
子
千
秋
萬
歳
常
樂
未
央
」
と
の
刻
字
が
あ
っ
た
。「
常
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樂
は
『
漢
書
』
王
莽
伝
に
あ
る
よ
う
に
、
王
莽
が
改
名
し
た
の
で
あ
っ
て
、
漢
が
復
興
す
る
と
す
ぐ
に
「
長
樂
」
に
も
ど
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

こ
の
宮
殿
は
李
陵
が
住
ん
だ
建
物
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
『
ス
キ
タ
イ
と
匈
奴
遊
牧
の
文
明
』
講
談
社
、
林
俊
雄
著
、
二

〇
〇
七
年
六
月
刊
。
第
八
章
、
三
〇
六
か
ら
三
〇
八
ペ
ー
ジ
参
照
の
こ
と
。
な
お
、『
辺
塞
詩
風
西
域
魂
』
薛
宗
正
。
新
疆
青
少
年
出
版
社
、
二

〇
〇
三
年
三
月
刊
。
第
二
章
「
漢
開
西
域
壮
士
歌
」、
一
四
か
ら
一
五
ペ
ー
ジ
に
も
、
李
陵
の
住
居
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

私
は
、
こ
の
時
期
に
李
陵
以
外
の
漢
将
で
、
匈
奴
に
投
降
し
、
漢
宮
に
擬
し
た
宮
殿
を
造
営
で
き
る
人
物
は
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
李
陵
の
住
ん
だ
建
物
を
、
後
世
、
重
修
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
軒
丸
瓦
は
改
修
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
断
し
た

い
。

（
４
）
楼
蘭
で
は
、
魏
晋
時
代
に
入
る
と
、
僧
侶
の
異
常
な
増
加
と
、
そ
の
腐
敗
と
堕
落
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
晋
代
に
は
、
人
口
一
七

一
〇
〇
人
中
、
出
家
者
が
四
〇
〇
〇
余
人
も
い
た
。
僧
侶
は
権
威
を
も
っ
て
純
朴
な
住
民
か
ら
布
施
、
供
養
を
取
り
続
け
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、

魏
晋
時
代
か
ら
寒
冷
化
と
い
う
気
候
変
動
に
入
り
、
タ
リ
ム
河
の
支
流
で
あ
る
孔
雀
川
の
水
が
、
ロ
プ
・
ノ
ー
ル
に
注
ぎ
込
ま
な
く
な
り
、
水
不

足
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
塩
害
を
お
こ
し
小
ム
ギ
等
の
収
穫
量
が
減
少
、
食
糧
不
足
に
お
ち
い
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
王
国
の
未
来
に
思
い

を
馳
せ
る
住
民
が
少
な
く
、
自
分
た
ち
さ
え
良
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
利
己
主
義
者
が
多
く
な
り
、
二
毛
作
を
始
め
て
土
壌
を
傷
め
、
さ
ら
に
羊
や

ヤ
ギ
を
放
牧
し
、
草
を
根
こ
そ
ぎ
食
べ
さ
せ
国
土
を
荒
廃
さ
せ
た
。

そ
う
し
た
中
、
貴
重
な
樹
木
で
あ
る
胡
楊
を
、
棺
桶
を
作
る
た
め
に
次
か
ら
次
に
伐
採
し
て
い
る
。
楼
蘭
西
方
の
墓
地
で
は
、
数
体
の
遺
体
を

埋
葬
す
る
た
め
、
一
五
〇
本
余
の
胡
楊
を
伐
採
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
樹
木
の
伐
採
は
、
楼
蘭
地
域
の
環
境
破
壊
を
お
こ
し
、
王
国
の
滅
亡
を
加

速
さ
せ
た
。
な
お
、
漢
土
で
は
「
太
学
」
を
設
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
青
年
に
対
し
て
教
育
を
施
し
て
い
た
が
、
楼
蘭
王
国
で
は
教
育
が
欠
如
し
、

優
れ
た
人
材
を
輩
出
で
き
な
か
っ
た
。
指
導
者
の
不
足
は
、
対
外
政
策
の
失
敗
を
招
き
、
幾
度
も
他
国
の
攻
撃
を
受
け
る
な
ど
、
人
的
、
経
済
的

損
失
を
重
ね
王
国
を
衰
微
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

（
５
）『
前
漢
書
』
傅
介
子
伝
に
「
訳
に
謂
わ
し
め
て
曰
く
、
漢
の
使
者
黄
金
錦
繍
を
持
し
、
行
く
ゆ
く
諸
国
に
賜
う
。
王
来
り
受
け
ず
ん
ば
我
去
っ
て

西
国
に
之ゆ

か
ん
、
と
。
即
ち
金
幣
を
出
し
て
以
て
訳
に
示
す
。
訳
還
っ
て
王
に
報
ず
。
王
、
漢
物
を
貪
り
、
来
っ
て
使
者
を
見
る
。
介
子
、
と
も

に
坐
し
て
飲
み
、
物
を
陳つ

ら

ね
て
之
に
示
す
。
酒
を
飲
ん
で
皆
酔
う
。
介
子
、
王
に
謂
っ
て
曰
く
、
天
子
我
を
し
て
私
ひ
そ
か
に
王
を
報
ぜ
し
む
。
王
起
ち

て
介
子
に
随
っ
て
帳
中
に
入
り
、
屏
語
す
。
壮
士
二
人
、
後
よ
り
之
を
刺
す
。
刃
胸
に
交
わ
り
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
死
す
。
其
の
貴
人
左
右
皆
散
じ

走
る
。
介
子
告
諭
す
、
王
が
漢
に
負そ
む

く
罪
を
以
て
、
天
子
我
を
遣
し
て
来
っ
て
王
を
誅
せ
し
む
。
当ま
さ

に
更
め
て
、
前
に
太
子
質
し
て
漢
に
在
る
者

を
立
つ
べ
し
。
漢
兵
方ま

さ

に
至
ら
ん
、
敢
て
動
く
こ
と
勿
れ
。
動
け
ば
国
を
滅
ぼ
さ
ん
と
。
遂
に
王
の
首
を
持
ち
て
還
り
て
闕
に
詣
る
。
公
卿
将
軍

の
議
す
る
者
、
咸
其
の
功
を
嘉
す
」
と
あ
る
。
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（
６
）
小
川
恒
男
氏
は
「
六
朝
詩
に
見
え
る
『
楼
蘭
』
―
楽
府
『
白
馬
篇
』
を
中
心
に
―
」
広
島
大
学
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
五
二
号
、
二
〇
〇
七
年

九
月
刊
に
お
い
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
歴
史
的
背
景
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
地
名
が
詩
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
と
な
っ
て

立
ち
現
れ
る
時
、
そ
の
土
地
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
過
去
の
様
々
な
出
来
事
が
こ
と
ば
の
背
後
に
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
存
在
す
る

よ
う
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
や
ま
だ
　
か
つ
ひ
さ
・
委
嘱
研
究
員
）
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楼蘭故城内の仏塔は高さ12メートル余、1700年の歳月を経ても今なお、孤影悄然と虚

空に聳えていた。 （筆者撮影）

鬼哭啾啾たる楼蘭郊外の砂漠は、人間の近づくことを拒み、あたかも地獄の様相を呈

していた。 （筆者撮影）
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天
山
山
脈
か
ら
吹
き
す
さ
ぶ
強
風
に
よ
っ
て
浸
蝕
さ
れ
た
楼
蘭
北
東
に

あ
る
龍
城
の
奇
岩
。

（
筆
者
撮
影
）

トルファンから楼蘭故城までの道程には、道も人家も無く、私たちは５日間にわたっ

て野営することとなった。 （筆者撮影）
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楼
蘭
へ
の
流
沙
の
道
は
侵
入
者
を
拒
み
、
私
た
ち
が
乗
っ
た
四
輪
駆
動

車
も
砂
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
筆
者
撮
影
）



46

Literatures of Loulan: A Study of Loulan
Composed in Chinese Classical Poetry

Katsuhisa Yamada

Loulan, the name of Western kingdom, appeared since the latter of the sixth century in

Chinese classical poetry.

Although Loulan had been overthrown in 492.A.D., the poets who flourished after the

downfall ,especially from Sui dynasty to Sung dynasty, depicted the down fallen

kingdom.

When we analyze these poems, it seems that Loulan hasn't fallen yet because the poets

depicted it as objects of antagonism.

What I examine here is why the ancient Chinese poets depicted Loulan with“斬”,

“刺”, and so on and how portraits of Loulan had been changing as time went by through

some concrete examples.


